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9. 研究実績の概要 

 本研究の目的は、①生活保護世帯の若者がいかに学校から仕事へと移行するのか、②移行する前と後で、彼らと家族との関係性はどの

ように変化するのかを明らかにすることである。貧困の世代的再生産を考える上では、彼らが社会的自立を果たす様相をとらえることが

必要であるため、本研究では、生活保護世帯の若者の家族関係に着目しながら、彼らが社会に出るプロセスを明らかにする。 

 今年度は、研究計画に基づき、子どもの貧困、生活保護制度、子どもと家族の関係性、若者の移行に関する調査研究の文献収集、レビ

ューを行った。子どもの貧困に関連する諸制度について整理しながら、貧困世帯や生活保護世帯の子ども・若者の家族との関係性につい

て、検討を行ったところ、子どもの家庭内役割や親子関係、あるいはきょうだいとの関係に着目し長期的に調査分析した文献はほぼない

という課題が確認された。その中で本研究では、生活保護世帯の若者を対象としたインタビュー調査を実施し、これまで行ってきたイン

タビューデータと比較を行い、家族に対する語りや家族関係について、変化していたことを見出した。学校を卒業、あるいは退学したの

ち、仕事に就くまでのプロセスのなかで、家族はキーパーソンとなっており、このことに対する彼らの捉え方にも変化がみられた。来年

度以降は、今年度の研究成果をもとに、引き続きインタビュー調査を行い、学会発表と論文執筆を行うことで成果発信をしていく予定で

ある。 

 

（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。                    （１／４） 



10. キーワード 

(1)子どもの貧困 (2)若者の移行 (3)生活保護世帯 (4)家族 

(5)貧困 (6)世代的再生産 (7) (8) 

 

11. 現在までの進捗状況 

（区分）(2) おおむね順調に進展している 

 

（理由） 
 今年度は、（1）子どもの貧困、生活保護制度、子どもと家族の関係性、若者の移行に関する調査研究の文献収集およびレビュー、

（2）生活保護世帯に育った若者を対象としたインタビュー調査、また（3）これまでのインタビューデータとの比較、（4）ケースワーカ

ーを対象としたインタビュー調査、を予定していた。その中で、（1）～（3）は順調に進んでおり、（4）についても予備調査を含め準備

が進んでいる。なお、生活保護世帯の子どもを対象とした学習支援教室のボランティアスタッフにも調査協力を依頼し、さらなる分析を

行うこととしている。今年度は、昨年度のデータ収集に基づき、分析を進め、知見をまとめて学会発表、論文執筆を行う予定である。研

究計画に照らし、こうした見通しがついていることから、現在までの進捗状況として、おおむね順調に進展していると判断した。 

 

12. 今後の研究の推進方策 

（今後の推進方策） 
 今年度は、文献レビューの整理、検討について成果発信する。またインタビュー調査で得られた知見については、各学会にて発表およ

び論文執筆を行う予定である。子ども時代と若者時代において、彼らの家族や家庭生活についての語りがどのように変化したのかを提示

し、そのことがどのように彼らの自立にかかわるのかを明らかにする予定である。なお、仮にケースワーカーとの日程調整が難しい場合

には、生活支援課の他スタッフや生活保護世帯の子ども・若者を対象とした学習支援教室のスタッフにもインタビュー調査を実施し、本

研究の目的を達するよう対応を講ずる。学習支援教室については、もともと中高生を対象としたものであるが、その後も継続して若者と

のかかわりがあるため、本研究にふさわしい調査協力者と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（課題番号： 16H07163 ） 

（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。                    （２／４） 



13. 研究発表（平成２８年度の研究成果） 
 

〔雑誌論文〕 計（０）件／うち査読付論文 計（０）件／うち国際共著論文 計（０）件／うちオープンアクセス 計（０）件 

著 者 名 論  文  標  題 

  

雑 誌 名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁 国際共著 

         

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子） 

 

オープンアクセス 

 

 

〔学会発表〕 計（０）件／うち招待講演 計（０）件／うち国際学会 計（０）件 

発 表 者 名 発  表  標  題 

  

学 会 等 名 発表年月日 発 表 場 所 

   

 

〔図書〕 計（０）件 

著 者 名 出 版 社 

  

書  名 発行年 総ページ数 

      

 

14. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
 

〔出願〕 計（０）件 

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 出願年月日 国内・外国の別 

      

 

 

 

 

 

 

（課題番号： 16H07163 ） 

（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。                    （３／４） 



〔取得〕 計（０）件 

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内・外国の別 

    
 

 

出願年月日 

 

 

15. 科研費を使用して開催した国研究集会 
 

〔国際研究集会〕 計（０）件  

国際研究集会名 開催年月日 開催場所 

   

 

16. 本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況 
 

（１）国際共同研究：－ 

 

17. 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（課題番号： 16H07163 ） 

（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。                    （４／４） 


